
（技術リポート：北海道支部）

麦類同伴播種を活用した雑草対策の効果検証

相田 真人・永森 孝史・西尾 真・河原畑正也

北海道宗谷総合振興局管内では，河川環境などへの影響を考

慮して，草地整備事業を実施する際に除草剤の散布を自粛して

いる。このため，整備後数年で雑草が繁茂するなどの雑草管理

が問題となっている。また，当該年度の牧草収量の確保を目的

として 1 番草収穫後の短期間（7〜8 月）に施工が集中するた

め，工事工期の平準化が課題となっている。本報では，麦類同

伴播種を活用した雑草対策技術に着目し，5月下旬から6月上

旬までの春に牧草と麦類の同伴播種を行った。その結果，雑草

の割合が低減し，夏施工と同程度の収量が確保できることが実

証された。本技術の実証・普及を通じて，春施工を要望する受

益者が増加することにより施工時期の分散化が期待できる。

（水土の知87-12，pp.94〜95，2019)
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（技術リポート：東北支部）

空積み構造のコンクリートブロック排水路の補修事例

伊藤 浩二・齊藤 文昭

国営かんがい排水事業「最上川下流左岸地区」は，山形県鶴

岡市，酒田市および庄内町の約5,900 ha の水田地帯において，

湛水被害を防止するために，排水機場および排水路の新設・改

修を行うものである。本地区の排水路は，空積み構造のコンク

リートブロック排水路であり，年数の経過などにより，ブロッ

クの欠損やひび割れ，縦目地モルタルの欠損や脱落が散見され

た。補修工法を比較検討した結果，既設護岸を活用したコンク

リート増厚工法を採用したが，増厚工法の積みブロック排水路

への適用は全国的にも事例が少ないことから，検討経緯および

設計・施工時において工夫した内容について紹介する。

（水土の知87-12，pp.96〜97，2019)

積みブロック，排水路，機能診断，補修，コンクリート増

厚工法

（技術リポート：関東支部）

埼玉型ほ場整備事業「下増田地区」の取組み

西川 武・渋谷 匡・蓜島 謙

埼玉県の水田面積は約41,400 ha であるが，このうち40％に

当たる約17,000 ha が，明治時代の耕地整理事業などにより整

備された 10 a 区画である。このため，県では 10 a 区画の水田

について，埼玉型ほ場整備事業を創設し，農地中間管理事業と

の連携を図りながら再整備の推進を行っている。本報では,埼

玉型ほ場整備事業と農地中間管理事業の連携を強化し，「農地

中間管理機構関連農地整備事業」で計画した下増田地区の事例

について紹介する。

（水土の知87-12，pp.98〜99，2019)

圃場整備，10 a 区画，再整備，農地集積，農地中間管理機

構関連農地整備事業

（技術リポート：京都支部）

腐食した鋼矢板水路における性能評価手法の導入

中井 雅・高島 攻治・有働 卓・北田 智子

腐食した鋼矢板水路は，腐食環境により複雑に板厚が減少

し，場合によっては開孔や断面欠損が生じるが，腐食が進行し

た鋼矢板水路の構造耐力を評価した事例はきわめて少ない。農

業水利施設の補修・補強工事に関するマニュアル【鋼矢板水路

腐食対策（補修）編】（案）では，補修工法の適用が可能かを判

断するため，腐食した鋼矢板水路の性能評価手法を導入してい

る。性能評価手法は設計基準「水路工」を基本とし，腐食した

鋼矢板の状態を反映するため新たな手法を取り入れているの

で，その概要を紹介する。

（水土の知87-12，pp.100〜101，2019)

鋼矢板，腐食，マニュアル，性能評価，開孔

（技術リポート：中国四国支部）

小田川沿岸で浸水被害を受けた農業用排水機場の早期復旧

植月 康夫

岡山県初の特別警報が発令された平成30 年 7 月豪雨は，多

くのアメダス観測所で観測史上1位を更新する記録的な雨量を

もたらした。一級河川高梁川水系小田川およびその支流では，

河川堤防が破堤したことにより，県造成農業用排水機場におい

ても浸水による被害を受け，11 に及ぶ排水機場においてポン

プの稼働ができない状況に陥った。本報では，倉敷市真備地域

を中心として，災害発生直後に行った現地調査の結果から，応

急仮工事（仮復旧）を経て本復旧に至るまでの対応について紹

介する。

（水土の知87-12，pp.102〜103，2019)

農業用排水機場，浸水被害，氾濫危険水位，内水排除，ス

トックマネジメント，バックウォーター現象

（技術リポート：九州沖縄支部）

樹園地の基盤整備（西海市白崎地区）

中村実津希

長崎県県央振興局農林部農村整備課で実施している樹園地の

基盤整備事業について，西海市白崎地区における整備方針や農

地中間管理事業との連携，担い手への農地集積・集約化によっ

て産地振興が図られている事例を紹介する。

（水土の知87-12，pp.104〜105，2019)

樹園地，基盤整備，農地集積，農地中間管理事業，果樹経
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